
 『こども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン』策定！ 
「第３期横浜市子ども・子育て支援事業計画／横浜市こども計画（通称：こども、みんな

が主役！よこはまわくわくプラン）の原案が 横浜市会令和 7 年第 1 回定例会において可決

されました。子ども・子育て支援法、こども基本法、こども・若者育成支援推進法に基づく、

横浜市のこども・子育て支援分野の総合計画として、令和７（2025）年度～令和 11（2029）

年度の基本的な方向を定める計画です。（詳しくは横浜市のホームページをご覧ください⇒） 

 

【 計 画 の 概 要 】 

目指すべき姿 

全てのこどものウェルビーイングを社会全体で支え 

未来を創るこども一人ひとりが 

自分の良さや可能性を発揮し 

豊かで幸せな生き方を切り拓く力 

共に温かい社会をつくり出していく力を 

育むことができるまち「よこはま」 

重点テーマ 

①全てのこどものウェルビーイングを支える 

②子育て家庭が実感できる「ゆとり」を生み出す 

内容 

①全てのこども・子育て家庭への切れ目のない支援 

②多様な境遇にあるこども・子育て家庭への支援 

③社会全体でのこども・子育て支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南区の子育て支援関係者向け情報紙  第 51 号  

に こ で    ～ 和 手 ～
2025 年春号   南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹  発行  

春は別れと出会いの季節。これまで遊びに来ていたお子さんが入園・入学を迎えるのを笑顔で見送ったとい

う支援者さんがたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。お子さんだけでなく大人も異動などが多い時期

です。はぐはぐの樹でも利用者支援事業専任スタッフの横浜子育てパートナーが交代することになりました。

これまで地域の様々な支援場所に伺わせていただきありがとうございました。後任の横浜子育てパートナーも

精力的に地域を回りますので、どうぞよろしくお願い致します。 

「にこで～和手～」第 51 号 
【発行】南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹 

(サポートルーム)  

〒232-0056 南区通町 4-115 アイルイン弘明寺２階  

TEL:720-3655 FAX:715-3815 MAIL：info@haghagnoki.jp  

★年 4回発行しています。ご意見ご感想お待ちしています！ 

地域における子育て支援については… 

● 市民アンケートによるニーズ調査では、日常の子育てを楽

しく、安心して行うための重要なサポートとして、「子育てに対す

る周囲の理解の促進」を挙げた人が 48.3％となっています。  

● また、地域社会から見守られている、支えられていると感じ

ない人は、未就学児保護者では 31.6％、小学生保護者では

25.7％います。そのような人は生活満足度が低い傾向にあり、

安心した子育て環境をつくる上でも、地域で子育て世帯を見

守り、支えることが重要となっています。 

● 施策の目標・方向性として「多様な家庭の支援ニーズに適

切に対応するため、支援者を対象に、体系的に研修を実施す

るなど、地域における子育て支援の質の維持・向上に取り組み

ます。」「子育て支援に関わる人材の発掘・育成に係る取組を

継続します。支援する側とされる側という枠を超え、親子同士あ

るいは親子に関わる人が互いに支えられる安心・支える喜びを

感じることで、子育て家庭が次の支援の担い手となるような丁

寧な取組を推進します。」などが示されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜参加者の感想より＞＞ 

◆ 色々な施設の方とコミュニケーションをとりながら、日

常の運営をどのように取り組んでいるのか知ることが

できました。 

◆ それぞれの特徴があるサロンで良いのではという意

見を頂き、ほっとしました。近くで開催しているサロン

の情報をもっと発信していき、そして自分達のサロン

もそれに加えてもらえたら良いと思いました。 

◆ 近隣の施設との繋がり。また、前回の内容の続きとい

うことで、各施設が行事など重なっている日程を来年

度から変更するなど、シェアできて良かった。エリアご

とのプログラムカレンダーなどがあると親子達がもっ

と利用しやすいという意見がすごく良かった。 

◆ グループワークで、活動や運営での困り事や悩み事を

シェアしたのがよかった。ワーク時間が短く、一人ひと

りの発言する時間が少なかったのが残念だった。 

◆ 地域によってそれぞれの特徴もわかり、その地域なら

ではの強みを活かして、子育て支援ができるとよい

な、と感じた。 

◆ 今回はどのように情報発信するかが主なテーマでし

たが、この時代だからこそ逆に情報過多になり過ぎ

ていないかなと少し思いました。紙媒体も QR コー

ドを多用しているものが多くあり、せっかくの紙媒体

の良さが半減してる気もしています。DV や経済的

理由でスマホや携帯を持たない（持てない）方もい

ます。その方たちが置いてけぼりにならない情報発

信方法も話し合ってみたいです。 

◆ 今年度の「エリアの情報をまとめて発信」というテー

マは良かったと思います。また、２回とも同じ内容

で、２回目はさらに深めていこうとするところは評価

したいです。ただ、実際のところ２回目に進展が見ら

れなかったのが残念でした。 年度内に２回行われる

会議で、１回目に顔合わせ方々施設の紹介や悩み

の共有、２回目にその後どうなったかや新たな悩み

についてなど、２回ともグループメンバーは同じて構

わないので、年度を通してひとつのテーマで話し合

いができると良いのではないかと感じました。 

2024年度子育て講演会 開催報告 

「自分らしくカラフルに生きる ～筋ジスと子育てと家族～」 

３月１日大岡地区センターにて、進行性の難病である筋ジストロフィーを抱えながら、シンガーソングライタ

ー・社会活動家として活躍している小澤綾子さんを迎え、子育て講演会を開催し 23 名が参加しました。 

どのように病気と向き合い、現在の自分を作り上げてきたか。参加者と気さくなやり取りをしながらお話しく

ださいました。外資系 IT 社員・シンガーソングライター・社会活動家・妻・母と多くの顔をもつ小澤さんのエネ

ルギーをたっぷり感じられた時間でした。  ★★参加者の感想より（一部抜粋）★★ 

☆とても前向きで生命力に満ちた素敵な方でした。まだまだ日本はカ

ラフルさに寛容とはいえず、身体・精神・発達と様々な障害を抱えて

いる本人や家族が「当たり前」を求めることに躊躇したり、障害を持

つことをオープンに話せないことがあると多々痛感してきました。 小

澤さんの周りの方々のように温かい心を持ち、困難に立ち向かってい

る人の一助となれる人の輪が大きくなることを願います。 

☆大人はもちろん、子供達にもぜひ聞いてほしい内容だなと感じまし

た。障害を持つママがあまり周りにいないので、日々の生活や工夫し

ていることを聞けてよかったです。 

 

第 2回南区もっとネット会議 報告  

「エリアの子育て情報をまとめて発信しよう！」 
2月 27日(木)南区役所にて、令和 6年度第 2回南区子育てもっとネッ

ト会議が開催されました。47団体・施設から 50名が出席し、上記のテ
ーマで意見交換・情報共有を行いました。前回に引き続き、エリアごと
にグループトークで大いに盛り上がりました。 

素敵な歌声で 4曲を熱唱してくだ

さいました！ギターの生伴奏もある

ミニコンサートでした。 


